
「
ど
う
す
る
東
京

変
え
よ
う

都
政
！
２
０
２
４
年
キ
ッ
ク
オ

フ
集
会
」
が
、
１
月
24
日
、
中

野
ゼ
ロ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

呼
び
か
け
人
代
表
の
五
十
嵐

仁
さ
ん
が
開
会
挨
拶
、
続
い
て

前
回
の
都
知
事
選
候
補
で
あ
っ

た
宇
都
宮
健
児
さ
ん
が
連
帯
の

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

「
爆
発
さ
せ
よ
う
都
民
の
怒

り
、
小
池
都
政
を
変
え
る
市
民

の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
」
で
は
、
憲

法
・
子
育
て
世
代
・
医
療
・
障

碍
者
・
教
育
・
業
者
・
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
環
境
・
道
路
開
発
・
外

苑
開
発
・
平
和
基
地
・
多
摩
格

差
・
地
域
の
共
闘
・
労
働
者
・

青
年
・
都
市
整
備
路
線
な
ど
の

分
野
か
ら
切
実
な
ア
ピ
ー
ル
が

あ
り
、
都
政
転
換
の
熱
い
想
い

が
広
が
り
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
平
和
委
員
会
は
平
和
・

基
地
問
題
で
発
言
し
、
小
池
知

事
の
「
安
全
保
障
た
め
に
横
田

基
地
が
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い

る
」
と
基
地
を
容
認
す
る
姿
勢

を
告
発
。
整
備
後
１
年
も
た
た

な
い
う
ち
に

墜
落
事
故
を

起
こ
し
た
横

田
基
地
オ
ス

プ
レ
イ
の
危

険
性
を
報
告

し
、
オ
ス
プ

レ
イ
撤
去
を

呼
び
か
け
、

基
地
周
辺
の

住
民
を
監
視

す
る
「
土
地

利
用
規
制
法
」

を
批
判
、
有

機
フ
ッ
素
化

合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
の
汚
染
・

健
康
被
害
の

解
明
は
東
京
都
の
責
任
で
と
訴

え
ま
し
た
。
最
後
に
、
戦
争
す

る
国
づ
く
り
を
止
め
、
平
和
な

未
来
を
築
い
て
い
く
た
め
に
も
、

平
和
主
義
の
知
事
を
誕
生
さ
せ

よ
う
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

立
民
・
塩
村
参
議
院
議
員
、

共
産
・
小
池
参
議
院
議
員
な
ど

6

党
代
表
が
壇
上
に
並
び
決
意

表
明
を
行
い
ま
し
た
。
行
動
提

起
で
は
、
こ
ん
ど
こ
そ
、
市
民

と
野
党
の
共
闘
で
都
政
を
変
え

よ
う
。
そ
の
た
め
に
、
各
地
の

共
同
団
体
、
労
組
、
民
主
団
体
、

個
人
及
び
野
党
に
よ
る
共
闘
組

織
の
確
立
を
め
ざ
し
、
市
民
と

野
党
が
力
を
合
わ
せ
共
通
政
策

の
策
定
と
候
補
者
擁
立
を
進
め
、

各
地
域
、
分
野
で
の
都
知
事
選

を
た
た
か
う
体
制
づ
く
り
が
呼

び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
平
和
委
員
会
が
１
月
29

日
に
、
空
港
・
港
湾
の
戦
時
利

用
の
た
め
の
改
修
・
整
備
計
画

の
中
止
を
求
め
、
対
政
府
交
渉

を
行
い
ま
し
た
。
日
本
平
和
委

員
会
の
千
坂
純
事
務
局
長
と
東

京
平
和
委
員
会
の
岸
本
正
人
事

務
局
長
、
生
協
労
連
の
櫻
井
美

子
書
記
次
長
が
会
場
参
加
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
沖
縄
、
鹿
児

島
、
宮
崎
、
長
崎
、
福
岡
、
高

知
、
福
井
、
神
奈
川
、
秋
田
な

ど
の
平
和
委
員
会
の
仲
間
が
参

加
し
ま
し
た
。
政
府
側
は
、
国

家
安
全
保
障
局
、
防
衛
省
、
外

務
省
、
国
土
交
通
省
の
担
当
官

ら
が
対
応
し
ま
し
た
。
沖
縄
タ

イ
ム
ス
、
琉
球
新
報
も
取
材
に

き
ま
し
た
。

交
渉
で
、
千
坂
さ
ん
は
、

「
政
府
は
、
大
軍
拡
・
『
戦
争

国
家
』
づ
く
り
に
自
治
体
を
組

み
込
み
、
空
港
・
港
湾
を
事
実

上
の
軍
事
基
地
化
し
て
戦
争
に

動
員
し
、
そ
の
地
域
を
戦
場
に

し
か
ね
な
い
危
険
極
ま
り
な
い

計
画
だ
」
と
中
止
を
求
め
ま
し

た
。
担
当
官
ら
は
、
「
こ
れ
は

あ
く
ま
で
も
民
生
利
用
を
主
と

し
つ
つ
、
併
せ
て
自
衛
隊
等
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
改
修
・
整
備

を
行
う
も
の
だ
。
」
と
の
答
弁

に
終
始
し
ま
し
た
が
、
国
家
安

全
保
障
局
の
担
当
官
は
、
平
素

か
ら
訓
練
を
重
ね
、
有
事
に
使

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
と

認
め
ま
し
た
。
参
加
者
ら
は
最

後
に
、
こ
の
危
険
性
を
住
民
、

自
治
体
に
知
ら
せ
、
拒
否
す
る

状
況
を
全
国
で
つ
く
る
た
め
奮

闘
す
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま

し
た
。

政
府
は
12
月
26
日
に
、
土
地

利
用
規
制
法
に
基
づ
く
４
回
目

の
指
定
候
補
１
８
４
ヵ
所
を
示

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
米
軍
基
地
も
含
ま

れ
、
横
田
基
地
や
普
天
間
基
地

な
ど
も
候
補
に
上
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
合
計
で
５
８

３
ヵ
所
に
な
り
ま
す
。
区
域
指

定
さ
れ
れ
ば
周
囲
お
お
む
ね
１

㎞
が
監
視
対
象
と
な
り
、
特
別

注
視
区
域
で
は
土
地
の
売
買
に

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
都

内
の
区
域
指
定
の
候
補
は
、
特

別
注
視
区
域
に
横
田
基
地
、
注

視
区
域
に
朝
霞
駐
屯
地
、
大
和

田
通
信
所
・
衛
生
学
校
・
艦
艇

装
備
研
究
所
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ノ
ー

米
軍
セ
ン
タ
ー
、
用
賀
支
処
、

東
立
川
駐
屯
地
・
立
川
駐
屯
地
、

柚
木
中
継
所
、
陸
軍
装
備
研
究

所
・
相
模
総
合
補
給
廠
、
小
平

学
校
。
３
回
の
区
域
指
定
で
は
、

防
衛
省
市
ケ
谷
庁
舎
、
十
条
駐

屯
地
・
補
給
統
制
本
部
、
練
馬

駐
屯
、
空
自
府
中
基
地
が
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
８
団
体
で
つ
く

る
「
国
民
監
視
・
土
地
利
用
規
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都
知
事
選
に
向
け
て

キ
ッ
ク
オ
フ

８
０
０
人
参
加

空
港
・
港
湾
の
戦
時
利
用
や
め
ろ
！

対
政
府
交
渉

国
民
監
視
を
許
さ
ず

土
地
利
用
規
制
法
で
政
府
要
請



制
法
の
廃
止
を
求
め
る
共
同
行

動
」
は
１
月
30
日
、

衆
議
院

第
１
議
員
会
館
で
政
府
に
対
す

る
要
請
を
行
な
い
ま
し
た
。

「
特
別
注
視
区
域
」
の
指
定
基

準
が
不
明
な
点
、
関
係
自
治
体

か
ら
の
丁
寧
な
意
見
聴
取
や
、

住
民
へ
の
説
明
な
ど
も
求
め
ま

し
た
が
、
「
住
民
説
明
会
は
行

わ
な
い
」
の
一
点
張
り
で
し
た
。

今
後
、
国
民
監
視
と
不
当
な

私
権
制
限
を
許
さ
な
い
た
め
に
、

指
定
に
か
か
わ
る
地
域
で
の
取

り
組
み
、
政
府
交
渉
な
ど
の
取

り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に応

募
を

国
の
食
品
安
全
委
員
会
が
、

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
）
の
一
種
で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
ヒ
ト
の
１
日
の

許
容
摂
取
量
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
体
重
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た

り
20
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
す
る
指
標

値
を
定
め
た
評
価
書
案
を
了
承

し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
、
米
軍
基
地
や

工
場
周
辺
の
地
下
水
な
ど
で
汚

染
が
広
が
り
、
健
康
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
傘
下
の
国
際
が
ん

研
究
機
関
は
、
昨
年
11
月
に
公

表
し
た
評
価
結
果
で
、
「
ヒ
ト

に
対
し
て
発
が
ん
性
が
あ
る
」

と
分
類
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
に
詳
し
い
小

泉
昭
夫
・
京
都
大
学
名
誉
教
授

は
、
今
回
示
さ
れ
た
許
容
量
を

摂
取
し
続
け
た
場
合
に
、
疫
学

デ
ー
タ
か
ら
健
康
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
血
中
濃
度
レ
ベ
ル
を
は

る
か
に
超
え
る
こ
と
な
ど
、
問

題
点
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
食

品
安
全
委
員
会
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
を

３
月
７
日
ま
で
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
基
準
強
化
の
コ
メ
ン

ト
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
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東
葛
看
護
専
門
学
校
は
、
日

本
国
憲
法
の
３
原
則
＝
国
民
主

権
・
恒
久
平
和
・
基
本
的
人
権

の
立
場
か
ら
、
戦
争
の
歴
史
と

実
態
に
つ
い
て
学
び
、
特
に
戦

争
が
医
学
に
も
た
ら
し
た
影
響

に
つ
い
て
実
践
的
に
学
び
、
現

代
社
会
の
実
態
や
健
康
被
害
に

つ
い
て
考
え
、
21
世
紀
の
平
和
、

社
会
、
医
療
の
あ
り
よ
う
に
つ

い
て
考
え
る
研
修
を
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。

２
月
２
日
に
専
門
学
校
の
学

生
６
人
と
教
員
２
人
が
横
田
基

地
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

い
、
東
京
平
和
委
員
会
が
ガ
イ

ド
し
ま
し
た
。

最
初
に
基
地
に
近
く
飛
行
ル
ー

ト
の
直
下
に
あ
る
拝
島
第
２
小

学
校
を
視
察
。
騒
音
で
立
ち
退

き
消
え
た
街
「
堀
向
地
区
」
、

基
地
南
の
サ
ウ
ス
ゲ
ー
ト
に
向

か
い
説
明
を
し
て
い
る
と
頭
の

上
を
Ｃ
１
３
０
輸
送
機
が
飛
来

し
、
爆
音
を
体
験
し
ま
し
た
。

基
地
を
見
下
ろ
す
瑞
穂
町
ス

カ
イ
ホ
ー
ル
か
ら
は
オ
ス
プ
レ

イ
が
駐
機
し
て
い
る
の
が
見
え

ま
し
た
。

午
後
は
、
福
生
平
和
委
員
会

の
市
毛
さ
ん
か
ら
基
地
の
自
治

体
に
与
え
る
問
題
や
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

汚
染
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
飛
行
機

の
騒
音
が
思
っ
た
以
上
に
す
ご

か
っ
た
」
「
基
地
の
フ
ェ
ン
ス

の
先
が
こ
ち
ら
側
に
向
い
て
い

る
」
「
な
ん
で
日
本
は
も
っ
と

文
句
を
言
わ
な
い
の
か
」
な
ど

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

現
地
に
来
て
見
て
、
体
験
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。
平
和
委
員
会
で
は
横
田
基

地
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
少
人

数
で
も
定
期
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊
北
海
道
へ
行
っ
た
ど
う
＊

皆
様
こ
ん
に
ち
は!

寒
暖
差

が
激
し
く
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
？

今
回
の
響
子
の
旅
日
記
は
、

私
の
47
都
道
府
県
目
の
北
海
道

で
す
！
昨
年
の
２
月
末
に
札
幌
・

小
樽
へ
の
旅
で
し
た
。

北
海
道
は
私
の
長
年
の
憧
れ

の
地
で
、
４
回
目
の
正
直
で
な

ん
と
か
渡
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
！
こ
れ
で
目
標
を
達
成
！
新

千
歳
空
港
か
ら
札
幌
に
向
か
う

電
車
の
中
で
、
達
成
感
で
感
無

量
の
涙
が
ぽ
ろ
ぽ
ろ
…
あ
の
白

銀
の
世
界
、
感
動
は
今
で
も
忘

れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
し
て
も
東
京
生
ま
れ

東
京
育
ち
の
私
は
雪
道
を
歩
き

慣
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ス
ノ
ー
ブ
ー

ツ
を
履
い
て
い
っ
た
も
の
の
、

ま
ぁ
た
ど
た
ど
し
い
歩
き
で
大

変
！
時
計
台
や
大
通
公
園
な
ど

観
光
し
ま
し
た
が
靴
ず
れ
に
悩

ま
さ
れ
早
め
に
ホ
テ
ル
へ
…

夜
も
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
？
と
か

楽
し
み
に
し
て
い
た
の
に
も
う

疲
れ
果
て
ホ
テ
ル
で
コ
ン
ビ
ニ

食
…(

笑)

次
の
日
は
小
樽
へ
…
で
も
大

吹
雪
で
前
が
見
え
な
い
…
海
も

空
も
灰
色
…
雪
が
２
メ
ー
ト
ル

く
ら
い
積
も
っ
て
る
…(

笑)

そ

こ
を
踏
ん
張
り
歩
く
私
…
靴
ず

れ
が
痛
い
た
め
も
う
大
変
！
で

も
意
地
で
な
ん
と
か
小
樽
運
河

へ
…(

写
真)

感
動
も
つ
か
の
間
、

派
手
に
転
ん
で
脇
腹
を
打
ち
意

気
消
沈
…(

笑)

そ
の
後
札
幌
へ

戻
り
、
私
の
大
好
き
な
路
面
電

車
へ
！
な
に
も
用
事
が
な
い
の

に
一
周
し
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
大
吹
雪
の
た
め

な
に
も
で
き
ず
朝
か
ら
新
千
歳

空
港
へ
。
そ
し
た
ら
飛
行
機
が

遅
れ
に
遅
れ
、
そ
の
日
の
う
ち

に
帰
れ
る
か
ど
う
か
…
な
ん
と

次
の
日
か
ら
私
、
３
・
１1

ビ

キ
ニ
デ
ー
に
参
加
予
定
で
、
な

ん
と
し
て
も
帰
り
た
い
と
の
思

い
か
ら
自
然
と
手
を
合
わ
せ
て

神
頼
み
を
し
て
い
ま
し
た
…
神

に
祈
り
が
通
じ
た
の
か
日
付
が

変
わ
っ
て
か
ら
帰
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

大
変
づ
く
し
の
北
海
道
で
し

た
が
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
行
き
た
い
で
す
！

東
京
都
議
会
開
会
日
行
動

２
月
20
日
（
火
）
よ
り
、
東
京

都
議
会
第
１
回
定
例
会
（
２
／

20
～
３
／
28
）
が
開
催
さ
れ
ま

す
。都

民
連
等
の
主
催
で
、
当
日

お
昼
休
み
に
都
議
会
開
会
日
行

動
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

来
年
度
予
算
を
決
め
る
大
事

な
議
会
で
す
。
ぜ
ひ
ノ
ボ
リ
、

旗
を
持
参
の
う
え
、
ご
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
開
会
日
行
動
日
時

２
月
20
日
（
火
）

12
：
15
～
13
：
00

◇
場
所

東
京
都
庁
第
１
本
庁

舎
前
歩
道

◇
主
催

都
民
連
、
東
京
社
保

協
、
東
京
地
評
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食
品
安
全
委

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
摂
取
量

指
標
値
を
欧
州
の
60
倍
超
に

響
子
の
旅
日
記

お
知
ら
せ

横
田
基
地
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

東
葛
看
護
専
門
学
校
生

ス
カ
イ
ホ
ー
ル
展
望
広
場
か
ら

横
田
基
地
を
遠
望


